１１　栽培漁業センターの設立
　昭和52年、鳥取県は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),獲)る漁業から育てる漁業へと転換しつつある国策に沿って、県下に1箇所「栽培漁業センター」を建設することとした。

　その候補地として挙がった東部地区の1か所と石脇とが競い、石脇に決定した。地元石脇区では、3ヘクタールの用地確保に献身的な協力を惜しまず、昭和53年着工の運びとなり、その完成まで2年の歳月を費した。以下その内容を紹介する。

設立の目的

　沿岸域での重要な魚貝類等の種苗生産技術の確立及び種苗の大量生産、並びに放流、管理を行うことにより「獲る漁業から育てる獲る漁業」への栽培漁業に関する意識の啓発と栽培漁業の振興を図るための中核機関として設置したものである。
機構

　栽培漁業センター　　所長以下EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（兼),2)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(務）),名)
　栽培漁業協会　　事務局長EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（兼務）),以下)6名

　栽培漁業試験場　　場長以下8名

主な業務

(1) ヒラメ、バイ、クロアワビ、クルマエビの種苗量産技術開発に関する試験及び種苗量産事業

(2) 種苗の放流技術に関する調査研究及び種苗放流事業

(3) 新魚種の種苗生産技術及び増養殖に関する調査研究

(4) 栽培漁業技術の啓蒙普及

施設の概要
　敷　　地　　27,060平方メートル
　総事業費　　17億3,320万円

　建設期間　　昭和53年度～55年度

　開　　設　　昭和56年4月

　主な施設

　　管理棟　鉄筋コンクリート2階建687.2平方メートル
　　魚類生産飼育棟　鉄骨造り・1部中2階1,146.6平方メートル
　　ワムシ培養棟　鉄骨造り417.6平方メートル
　　クロレラ培養槽50平方メートル　12面

　　　　　　　　　100平方メートル  4面

　　貝類生産飼育棟　鉄骨造り2,016.2平方メートル
　　クルマエビ生産飼育棟　鉄骨造り360.4平方メートル
　　中間育成池　環流式水槽　2,045平方メートル
　　機械棟　鉄筋コンクリート　386.7平方メートル
　　海水給水　沖合取水方式（600平方メートル/h）

　　調査船「いしわき」　FRP4.93トン、50PS
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